○乳児健診等での早期発見のチェックリスト

〔子どもの行動や状況〕

１　子どもの身体の様子を見て、こんなことはありませんか？
· 特別な病気もないのに、身体的発達が著しく遅れている。
· 原因不明又は不適切な養育による脱水症状や栄養不足が見られる。
□　頭蓋内出血、頻繁な骨折、火傷の既往がある。
□　不自然な怪我がある。
２　子どもの言動を見て、こんなことはありませんか？
· 表情が乏しく、暗い（笑わない、凍り付いた眼、怯えなど）。
· 落ち着きがない、かんしゃくが激しい、言葉や行動が乱暴である。
· ちょっとした指示や注意を非常に怖がる。
· 身体や衣服の不潔・おむつかぶれ・ひどい湿疹・爪の汚れ・爪の伸びすぎ等が目立つ。
· 異常行動が目につく（食行動の異常、過食・異食、他児に対する乱暴、異常な泣き方等）。
· 子どもの集団に入れず、孤立をしている。
３　子どもと親や養育者との関係を見て、こんなことはありませんか？
· 親子関係が確立していない（愛着関係が見られない、分離不安を示さない、親に甘えない

等）。
□　おどおどしていて、絶えず親の顔をうかがう。
〔親・養育者の態度・言動や状況〕

１　親や養育者の養育姿勢を見て、こんなことはありませんか？
□　子どもへの関わりが少ない（抱いたり、あやしたりしない。）。
□　子どもの状態について、不自然な説明をする。
□　健康診査や予防接種を受けさせなかったり、受診を拒否したりする。
□　子どもの発達状況を覚えていなかったり、母子健康手帳にほとんど記載がない。
□　事故防止への配慮が足りず、放任している（自動車の中に寝かせたままや椅子等の上に寝かせたまま、その場を離れるなど。）。
□　子どもに拒否的な発言（面倒を見たくない、触れたくない、子どもに対してイライラする、誰かが預かってほしい、期待はずれの子である等。）。
□　月齢にふさわしくない食事の与え方をする（ミルクを与える回数が少ない、濃度が適切でない、離乳食を与えない、酒・コーラなどの不適切な飲み物を与えている等。）。
□　親や養育者が子どもを放置したり、行動の極端な制限をしたりし、子どもより自分の欲求や行動を優先させているようなことが窺われる。
□　住居、寝具や衣服が不潔で、整理整頓がなされていない。
２　親や養育者の抱えている問題を見て、こんなことはありませんか？
· アルコール依存、薬物依存、精神疾患などの問題がある。
· 夫婦仲が悪い、家族間の仲が悪いなど、極度のストレスを抱えている。
· 育児上の問題を抱えている（健診におむつやほ乳瓶を持ってこない、偏った育児観・育児上の不安や負担感が極端に高い、又は極端に少なすぎる等。）。
□　生活上のストレスを抱えている（経済的に困窮している、育児などのことで相談できる人がいない等。）。
